
北信地域障がい福祉自立支援協議会 議事録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会名 

そだちネットワーク部会 第 3回 

会議で話し合われた事 

(１) 全体共有 

① 重心・医ケア親の会の報告（8/30）②飯山養護学校研修のお知らせ ③自立支援協議会より 

（他部会の研修会について）④北信圏域医療的ケア児等課題検討チームより 

(２) 発達障がい支援フォーラムについて 

 ・第 1 回を 7/31 に開催。講師を信州大学医学部教授の本田秀夫先生に講演依頼していく。 

(３) 各ワーキンググループ活動 

① 子どもの支援ワーキング 就学相談フォロー名簿については、打ち込み方法に関する改善点

についてパソコンを用いて学習会。また、今後の１WGで話し合うテーマについて協議。次回

については、それぞれの市町村の就学相談委員会で活用しているシートを用いて情報交換する 

② 家族の支援ワーキング “早期から相談の大切さや相談する事のメリットを知る事ができる

ため”のリーフレットについて「家庭ごとにお子さんの個性や養育環境が違うため、必ずしも

育児書や SNS の情報の通りにはいかない。それぞれの家庭に合った子育ての形を考えよう」

という方向から相談意欲が高まるような内容でデザインや文章を検討した。 

③ ネットワーク充実ワーキング 昨年度「支援関係者のための相談マップ」として作成した連

絡先一覧表について改めて配布のねらいについて確認し、使用感や活用状況等の情報収集の流

れについて検討した。また、これからの地域のネットワークの充実に向けて、研修や見学会、

ネットワークの薄い部分の点検など、どこに焦点を当てて進めていくか検討した。 

④ 重心・医ケアワーキング  

8/30 に実施した親の会の振り返り。その中で親の会は、親の声を繋げる大切な場ということ

を改めて再認識できた。次回の親の会は、2 月下旬予定。また、利用できるサービスについて

は、市町村によって異なるので、圏域内で統一した方向でできるか、看護師配置の一助になる

ような研修会の開催等の検討。 

(４) その他 

・飯山赤十字病院の療育終了後の現状について：前回のアンケート及び聞き取りより、学齢期以

降の受診やリハビリの難しさ、新規の紹介の見通しの不透明さ、吉川 Drの後継への不安など

の課題が抽出された。今後どのような場で集めた声を活用していくか現在検討中。 

今後に向けて     

●WG活動ごとに活動内容等を検討し進めていく 

●フォーラム実行委員を中心に、来年度発達障がい支援フォーラムを開催する 

 

● 

参加者所属機関名等 飯山養護学校・北信保健福祉事務所・中野市・飯山市・山ノ内町・木島平村・ 

野沢温泉村・栄村・母子通園施設いちご学園・ゆきんこ園・児童養護施設飯山学園・未来工房つむぎ・ 

カラーs‘中野・ふたば・事務局（北信圏域総合相談支援センター） 

開催日時 2019年 9月 4日（水） 

15：30～17：00 

本日のテーマ、課題等 

（１） 全体共有 （２）発達障がい支援フォーラムについて （３）各 WG活動  (４) 各 WG活動報告  

(５)  その他  


